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 「戦争を知らない人間は、半分は子供である」 
会長 阿久澤 武史 

 

昨年は戦後 80年ということもあり、新聞やテレビなどのメディアで戦争が特集され

ました。私も授業で戦争や平和について考える機会を増やすようにしました。慶應義塾

高校で担当した 3年生の選択科目「文学国語」の教科書の中に、大岡昇平の『野火』が

あります。採録されている範囲は作品のほんの一部分ですので、思い切って文庫本（新

潮文庫版）で全体を読み通すことにしました。 

『野火』は日本の戦争文学を代表する小説です。フィリピン戦、レイテ島での絶望的

な状況の中で、孤独と飢餓に苦しみながら山中をさまよう兵士が主人公です。戦場のリ

アルな描写だけでなく、人間のモラルや信仰心のあり方などが複雑に絡みあい、本格的

な戦争文学を読み慣れていない生徒にとって、難解な教材だったと思います。 

主人公の田村一等兵は、三十を過ぎて徴兵された中年の兵士です。インテリである彼

は、周囲の状況や自分自身について冷静に観察し、論理的に考える力があります。そん

な彼が、偶然のなりゆきから荒れ果てた村の教会で島の若い女性を殺害します。手持ち

の芋や塩が尽き、自分の血を吸った山蛭まで口にし、飢えが極限に達して気を失ったと

き、仲間の兵士が彼の口に押し込んだのは、干した「猿」の肉でした。 

『野火』では、たくさんの兵士の死が描かれます。しかし、そのほとんどが戦闘の末

に散った「名誉」の死ではなく、マラリアや飢えで衰弱した果ての死です。さらには同

胞に意図的に命を奪われ、身体の一部を食されることになる死です。まさに戦争におけ

る人間の、生と死をめぐる断末魔が描かれています。 

田村は米軍の捕虜となって戦後の祖国に帰還しました。精神を病んで病院に入り、医

師のすすめで戦場体験をつづります。「狂人日記」と題されたその手記の中で、彼は次

のように書き記します。 

この田舎にも朝夕配られて来る新聞   

紙の報道は、私の最も欲しないこ 

と、つまり戦争をさせようとしてい 

るらしい。現代の戦争を操る少数の 

紳士諸君は、それが利益なのだから 

別として、再び彼等に欺
だま

されたいら 

しい人達を私は理解できない。恐ら 

く彼等は私が比島の山中で遇
あ

ったよ 

うな目に遇うほかはあるまい。その 

時彼等は思い知るであろう。戦争を 

知らない人間は、半分は子供である。 
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日本の戦争は無条件降伏で終わりましたが、戦勝国である米ソの対立は朝鮮半島にお

ける新たな戦争へと向かいました。「現代の戦争を操る少数の紳士諸君」とは、自国の

利益や主義を声高に主張する強国の指導者を指すのでしょう。田村が理解できないの

は、「再び彼等に欺されたいらしい人達」です。指導者たちの言説を無批判に受け入れ

ることの恐さと愚かしさがそこにあります。戦場で人間存在のあり方そのものに関わる

ような極限の状況を経験しない限り、「戦争」を本当の意味で知ることはできないと言

っているのです。 

田村が（作者である大岡昇平が）、読者である私たちに突き付けてくるこの問いは、

80年前の過去のものではなく、きわめて現代的なものであるように私には思えます。

自国の利益を最優先し強引な手法で国家間の関係を操ろうとする世界のリーダーたち、

平和な社会の持続を軽んじるような発言をするこの国のリーダーたち、インターネット

やＳＮＳに溢れる情報の洪水の中で気づかぬうちに騙されている私たち、みな田村の言

う「戦争」を知らない、半分子供のような存在と言っていいでしょう。「狂人日記」で

彼は自身の戦場体験について次のように総括します。 

戦争へ行くまで、私の生活は個人的必要によって、少なくとも私にとっては必然で

あった。それが一度戦場で権力の恣意
し い

によって曝
さら

されて以来、すべてが偶然となっ

た。生還も偶然であった。その結果たる現在の私の生活もみな偶然である。 

戦場ではすべてが「偶然」に支配されます。その「偶然」は「権力」によって強要さ

れたものであり、そこに自由な意志はありません。田村が言う「私が比島の山中で遇っ

たような目に遇う」とは、戦争で個人の自由や尊厳を失う状態のことも表しています。 

さて、授業では『野火』に関連させて、連合艦隊司令部地下壕のフィールドワークを

しました。上原良司の「所感」も読みました。自分が学ぶキャンパスの足元にある戦争

遺跡を歩き、戦時中に自分と同じ校舎で学んだ先輩の遺した文章を読み、何を感じ、何

を考えるのか。そのことによって『野火』の読解を深めたいと考えたからです。24人

の生徒が授業の最後にまとめた文章を、ここですべて紹介することはできませんが、ひ

とりだけ全文引用します。 

今回の地下壕見学で特に印象に残ったのは、特攻隊の「ツー」というひどく虚しい 

モールス信号の音の響きであった。あの音は、聞こえなくなる故に存在する。消え 

ることを前提として、聞こえなくなることを確認するために聞かれている。そのた 

め、その後に訪れる静寂は、音の消失が意味し、特攻隊員の死が持つ無意味性を突 

きつけてくる。生の無意味性は、『野火』における偶然であると考える。私たちは 

死を考えた時に、直感的に生を虚無に帰すかのようなその無意味性に対して不安を 

感じる。なぜなら、人間には必要や目的といった有意味性、必然が不可欠だから 

だ。そのため、『野火』にあるように自分の意志とは無関係に理由もなく、ただ死 

に向かって生きる偶然（無意味性）の系列である「永遠」に人間は耐えられない。 

そして、戦争は必然を与えるふりをして、そのような偶然を私たちに強制するの 

だ。すなわち、戦争には個人の必然を否定し、国家の必然にすり替える行為を必要 

とする。なぜなら、戦争において、国家は本質的に勝利という国家自身の必然のた 

めにそれぞれの必然（生きる意味）の一切を手放すよう、国民に求めているから 

だ。あの地下壕の中で彼らを偶然に晒し、無意味性を容赦なく突きつけていた戦 

争に対して、偶然の中にも必然を見出そうと必死に奮闘していたであろう通信員 
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のことを考えると、偶然に晒されるどころか必然を疑いもしない私たちは、半分 

どころかまるきり子供のように感じた。 

兵士としてレイテの山中をさまよう田村一等兵、学徒出陣の特攻のパイロット、地下

壕の中の少年電信兵、連合艦隊司令部のトップエリート（戦争の指導者たち）、小説

（フィクション）と事実（リアル）、過去と現在を交錯させながら、そこから浮かび上

がる「戦争」の真実をつかもうとしている高校生の姿がここにはあります。 

 

 

 

 

 6月 25 日（水）、30日（月）の両日、川崎市立東住吉小学校 6年生 3クラス（85

名）の見学会がありたくさんの感想文を頂きましたので、前号（163号）に引き続き紹

介させて頂きます。 

 

◇日吉台地下壕は、海軍が一年間ほどしか使っていないと聞いて、びっくりしました。

あんなに広くて、がんじょうなのに、もったいないと思いました。しかも、雑に作られ

ていると思ったのですが、いろいろ計算されていて、これを二カ月で作ったのはすごい

と思いました。話は変わりますが、話の中に、「神風特攻隊」の話がでてきていたので

すが、モールス信号がとだえた時は、若い人が亡くなった時と考えると、すごくさみし

いと思いました。あと、日吉台地下壕はすごくすずしく、18度くらいなんじゃないか

と思うほどでした。しかも冬でも日吉台地下壕の中は、16度となっていたので、日吉

台地下壕を作った人はそうとうな技術を持った技術者だったんだろうなと思いました。 

 

◇最初 80年たった地下壕と聞いて流石にボロボロなのだろうなと思いながら行ったの

ですが、80年たったとは思えないほどきれいでガイドの方が１t爆弾にもたえられると

言っていて、それだけこの地下壕が当時重要だった場所だ

ったのだなと感じました。この地下壕では特攻隊の通信な

どもしていたと言っていましたが、モールス信号の通信で

最後にツーと送られてきた信号を聞かせてもらいました

が、このモールス信号を当時聞いていた方はどんな気持ち

で聞いていたのだろうと思いました。その後、地下壕は二

カ月で出来たと聞きましたが、空気の通

り道などもあって、考えつくされている

のに、二カ月というのはおどろきまし

た。今回は貴重なお話を聞かせていただ

き、ありがとうございました。今後の学

習で使わせていただきます。 

 

◇今回はきちょうな体験をさせてくださ

り、ありがとうございました。みなさん

のせつめいと今までの学習をつなぎ合わ

せてみると、当時の様子が頭にうかんで

きました。私がそこにいたらと思うと 

「ピー」というモールス信号が消えた 

ら、命も消えてしまうと思うと、とても 

むなしくて「これ以上とっこうで命をむ 

見学会の感想文  

     感想文集の表紙 

  と裏表紙 
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だにしないで！」と言ってしまいます。とっこう隊の乗り物にのったらもう死ぬしかな

い、まさに「死の階段」をゆっくりあがっているようだし、この出来事が実さいにおき

ていたと改めて知ってゾっとしました。戦争のげんきょうは日吉台地下壕で、日吉台地

下壕がなければ戦争もないと思うと、とてもくやしいです。だけど過去におきたことは

変えられない。だから日吉台地下壕の歴史、日吉台地下壕保存の会のみなさんの思い、

すべてをつなぎ合わせて経験にして、これからの学習にとりくんでいきたいと思いまし

た。かなしいことも、ひさんなこともみなさんの思いも、すべて経験になりました。今

回は本当にありがとうございました。 

 

◇地下壕に行って、中は約 20℃ですずしいことがわかりました。酸素不足にならない

ように風を通す場所が設計になっていることを知って、昔の人は頭がいいなと思いまし

た。126段の階段があったり、顔や手などを洗ったとみられる場所があり、パイプや、

そのあともありました。当時はあまり家庭には置いていない電話があって、当時地下壕

はとても特別な存在だったことがよく分かりました。部屋は通路とちがってかべや床、

天井がツルツルだったことが分かりました。とちゅうの通路に「あや命」や「日本連

合」と書かれていてゾッとしました。通路にみぞや鉄板があったけど、案内の人が優し

く教えてくれました。Ａさんのしきちで行けない所がありました。その家の人は、次の

日に子どもの入学式をひかえて、ひばくして亡くなってしまったという話を聞いて、胸

が痛みました。今回学んだことを、学習に繋げていきます。ありがとうございました。 

 

◇このあいだは日吉台地下壕をわかりがする説明してくれてありがとうございます。私

は地下壕を見て印象が変わりました。私の中ではもっと小さくて、一つの部屋に何百人

も人がいると思っていましたが、部屋の数は多くあちこちに外へとつながるとびらがあ

るということがわかりました。また地下壕には海軍のえらい人がいる場所はかべの作り

がキレイだったり、海軍の部屋から出された命令は絶対で、その内容がみずから敵につ

っこんで、せんとうきに乗っていた人は、もうこの世にもどってこられないというざん

こくな命令が言いわたされていたということが分かりました。私は戦争でくるしんでい

る人々（町のひととか）しか見えてなかったけど、戦争で戦っているひともくるしんで

いて、戦場に行く時はもうこの世にもどってこれないというかくごで行くんだなと思い

ました。 

 

◇この前、日吉台地下壕へ行って２つのことを思いました。一つ目は、あちらこちらに

電気がついていたのに、とてもくらかったことです。たしかにかい中電灯がないと困る

と思いました。そして、地上は暑かったのに比べて、地下はとても寒かったのでおどろ

きました。上着を着ていても、白い息が出てきたので、このことにもおどろきました。

そして２つ目は、作戦室がとても広かったことです。最初はただの通路だと思っていた

けど、その後に部屋だったということが分かりました。幅は 4ｍ、高さは 3ｍ、長さは

20ｍだとおしえていただきました。それを聞いて、「とても、すごいな～」と何度もお

もいました。この前は案内してくれて、ありがとうございました。 

 

◇こないだは地下壕を見せてくださりありがとうございました。すごく広くてびっくり

しました。これまでしらなかったことがいっぱい知れました。例えば、モールスしんご

うでやりとりをしていたり、とっこうたいはてきにつっこむ時に、「ツーーー」と音を 

立てることなどです。また前は人間がそうじゅうしたほうがいいと考えられて、のった 

らおりれないようになっていて、びっくりしました。また、地下なのに、いろんな部屋

があってまいごになりそうなくらい、出口や通路があって、とてもびっくりしました。 
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またしっかり水ろなどが考えられていて、せんそう中なのにとびっくりしました。ま

た、ちゃんと 80年たっても、まだあるけるようにのこっていて、いそいで作ったとい

っていたのにすごいなと思いました。前まで見ていた物とはちがい、新しいはっけんが

ありました。ありがとうございました。 

 

◇地下壕見学で、ガイドしてくださりありがとうございました。一番興味深かったの

は、作戦室です。ここは通路なのかなと思ったら、大きな部屋だったのでおどろきまし

た。ここで非常の際に、作戦会議をしていると想像してみたら、あせってバタバタして

いるかもしれない、きんちょうで空気が張りつめているかもしれないといろいろなこと

が考えられました。当時は暗い中、歩くのは怖くて迷わなかったのか、と思いました。

保存の会の方のお話で、特攻隊のことがでてきて、いろいろおどろきました。私だった

らいくら国のためでもやりたくないと思います。それでもやりしかないから命令にもと

づいて敵に攻げきしたり、されたりして、いくつもの命が失われたのだと改めて思いま

した。戦争とはざんこくで、命は軽々しくあつかわれていたのだなあと思いました。 

 

 

箕輪町・小島明雄さん 
文責 運営委員 小野由紀 

 

 箕輪町にお住まいの小島明雄さんから、2025年 10月 28日に山田譲、佐藤由香、小

野由紀で、11月 21日に喜田美登里、小野由紀により、2度の聞き取りをさせていただ

いた。内容は多岐にわたり、海軍の地下壕があった当時の日吉についての貴重な情報で

ある。以下、謹んでご報告する。なお★以下は、文責者の補注である。 

 

（1）ご自身のこと 

昭和 9（1934）年 2月生まれで、姉二人と弟がいます。日吉台国民学校（★現・日吉

台小学校）の卒業生です。終戦時は小学校 6年生だったので、学童集団疎開も経験しま

した。昭和 21（1946）年に都内の園芸中学（★現都立園芸高校）へ進学し、新制中学 3

年制で卒業し、農業を継いでいます。 

うちは農家で、当時、我が家の農地は、家の周りや日大

高校の近くにある田圃や畑を合わせると、全部で 1町 2、

3反（★3600坪から 3900坪）ほどでした。昭和 30年代か

ら始めたイチジクの栽培が好評で、昭和 50年代まで続

け、東京の老舗果物店へも卸していました。昭和 28

（1954）年にオート三輪を買うまでは、横浜や品川の市場

へリヤカーを引き、一人で運んでいったものです。91歳

の今も、昼間は農作業を続け、３、40分の散歩もしてい

ます。（★小島さんは御健脚で 10月の定例見学会に参加、

歩き通された） 

 

（2）当時の日吉台地下壕 

地下壕は工事中に一度崩れています。一般人は工事現場

に入れず、詳しくはわかりませんが、巻き込まれた人もい

たのではないかと思っています。崩壊した現場は今、跡形

もないですが、当時はうちの山でした。その後、入口を作 

聞き取り  

小島明雄さん 
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り直して使っていました。丘から出入り口へは車が通れる幅でしたが、車が通るのは見

ていません。出入口の左後ろ側の平らなところに、4，5ｍほどの貯水池もありました。

道路ができあがって間もなく終戦でした。 

出入口（★【18a】）は T字型で、坂道を下り、右へ曲がると寄宿舎、左へ曲がると慶

應、まっすぐ行くと宮前へ出ました。坂を下った平らになったところは、右の通路の片

側に 2段ベッドが並んで、びっしりでした。見学会で見た作戦室の近くの通路は、片側

がベッドだったので狭くなっていたはずです。ベッドは板でできていて、柱の部分も

板。板の幅は 10センチから 12､3センチほどでした。終戦後、みんなが板材を欲しがっ

ていたので、競争するかのように、ベッドを壊して家に運びました。うちは農家なの

で、倉庫や鶏小屋を造るのに重宝したと思います。その後、米軍がすぐに入ってきて、

地下壕の出入口を爆破しました。 

 あの頃は、そこら中に地下壕の出入口があり、子どもだったので、地下壕探検をして

遊んでいます。昔は一帯が松山で、松の根を掘り起こし、しばらく乾燥させ、探検の松

明にしていました。松の根は油分が多く、1時間くらいは灯りがもつものです。 

 

（3）学童集団疎開 

 小学校 5年生の時、3年生以上は、下田町の真福寺と高田町の興禅寺に分かれて集団

疎開をしました。自分は下田町へ疎開しています。集団疎開については、学校で聞かさ

れました。家が建込んでいない地域の子どもは残っても良く、希望した者だけが集団疎

開へ行っています。箕輪町は当時 10軒くらいしか家がなかったので、集団疎開に行っ

た者は何人もおらず、同学年は自分だけでした。疎開者は、主に日吉町一帯の生徒で、

日吉本町からも何人かがいました。 

（★学童集団疎開は昭和 19＜1944＞年 6月に閣議決定され、同年 8月初旬には対象都

市の小学校 3年生以上の生徒＜学童＞が出発した） 

真福寺にいた子どもは、全部で 3，40人くらい・・・もう少し多かったかもしれませ

ん。生徒は本堂で男女雑魚寝をし、先生たちは別室で寝ていたと思います。女の先生よ

りも男の先生の方が多く、4、50歳から上の先生ばかりでした。 

朝、起きると宮城礼拝をし、その後も礼拝を一日に何度もします。みんなで食事をす

ると、午前と午後に授業を受けました。授業で何を習ったのか、記憶がありません。風

呂は、裏の田邊さん宅（★現日吉の森庭園美術館）で借り、いく日かおきに入れてもら

えました。麦ごはんのほか、お米も結構食べていました。といっても、その頃の食事と

いったら、今のとは比較にならないですけれど。実家が農家でないと、ひもじい思いを

したのではないでしょうか。うちは農家だったので、姉二人が、こっそり食べ物を差し

入れてくれ、ひもじい思いをせずにすみました。姉は家から下田町まで歩いてくるの

で、大変だっただろうと思います。（★徒歩 30分ほど） 

あの頃の教育は 2度とあってはいけないです。 

 

（4）空襲の記憶 

真福寺は、本堂を入って左側の墓地の下に、防空壕がありました。自分たちで掘った

覚えはないので、近所の大人が掘ってくれていたのでしょう。空襲警報が鳴ると、女の

子と 5年生から下は、高田町の興禅寺へ避難することになっていました。高田町の防空

壕の方が大きく、真福寺に比べると安全だったからです。校長室も高田にあります。自 

分は 6年の男子だったので、空襲警報が出ても寺に残りました。最上級生の 6年男子

は、防空壕に食べ物や布団を運び込む役があったからです。空襲が解除されると、また

元に運び戻さなければならないので大変でした。 



２０２６年１月３０（金） 第１６４号                   （７） 

昭和 20（1945）年 4月 15日の空襲のとき、布団を運んで

いると、布団の中に誰かがいるのに気づきました。日吉町の

4年生の小山が空襲警報に気づかず寝ていたのです。1班

7，8人の編成で、小山は自分の班ではありません。それな

のに、自分はいたずらだったから、先生に「明雄、おまえ、

小山を高田まで連れて行ってこい」と言われたのです。言う

ことを聞かなかったらビンタをされるので、先生の命令には

逆らえず、連れて行くことになってしまいました。 

真福寺は木に囲まれていて、山の中にあるような寺です。

ところが山と墓を抜けると畑ですから、火の海になっている

のが丸見えでした。あのときの怖さは、いまだに思い出しま

すし、忘れられません。新吉田にあった安立電気（★現アン

リツ電気）がやられていて，火事に向かって歩いて行くよう

でした。その晩は高田に残り、帰ってきたのは空襲が解除に

なってからです。それから小山との行き来はしていません。

向こうは 4年生で学年が違うので消息も知りません。 

4月 15日の空襲では、真福寺の近くにも焼夷弾がたくさ

ん落とされています。その後、近くの山へ行くと不発弾が転がっていました。焼夷弾は

六角焼夷弾と言って、長さ 50センチくらい。それを仲間と一緒に持ち上げ、コンクリ

ート造のところへ投げつけると、焼夷弾が破裂します。すると、バ～ッと、2，30ｍく

らい火が飛ぶのです。今では絶対できないけれど、あの当時は面白半分にやっていまし

た。焼夷弾で遊んでいても、ケガをするような子どもはいません。自分の方へ火が来る

ような投げ方はせず、反対に火が飛ぶように投げますからね。ところが、この話が先生

の耳に入ってしまい、お寺へ戻ったら、「明雄、出てこい」と言われ、他の二人と一緒

に、何発かビンタを食らいました。後で聞いた話では、真福寺の近くに消防団の詰所が

あって，その人たちが見ていて、先生に言いつけたそうです。 

 

（5）日吉の空襲・爆撃 

昭和 20（1945）年 4月 4日の空襲で、うちは焼けてしまいました。日吉で最初に焼

けた地域です。自分は集団疎開に行っていたので、そのことも、ずいぶん後になるまで

知りませんでした。このとき家に残っていたのは、おばあちゃんとお袋と姉二人です。

当時、父親は消防団員で、消防団の詰所に出ており、その留守に焼夷弾が落ちてきたの

です。直撃ではなく、家の近くに落ちた焼夷弾の飛び火で、家が焼けました。男がいれ

ば消火できたと思いますが、女ばかりで、藁葺き屋の消火活動なんてできやしません。

お隣は直撃を受け、そのまま燃え上がり、めぼしいものを家から運び出すことしかでき

ず、見ている間に丸焼けになってしまったそうです。このときは、うちと隣のうちと三

軒が焼け、二回目の空襲で、この辺一帯は丸焼けになりました。 

日吉台国民学校は 4月 15日に空襲で焼けています。前の晩、真福寺から日吉の方を

見ると真っ赤でした。翌朝、先生に連れられて、学校がどうなったかを見に行ったら、

小学校は丸焼け。建物は一切なく、焼け落ちて柱まで焼けていました。日吉の駅近く一

帯が全部焼け、消火活動はほとんどせず、燃えるに任せていました。普通の火事なら

ば、柱が焦げて残っているのに、あのときは、ただ平らになっていて、焼けた炭がゴロ 

ゴロしているだけでした。終戦間際に、アメリカの戦闘機が、慶應の寄宿舎を狙って爆

弾を落としました。その爆弾が落ちていくのを、駅の方にいた人が見ていたそうです。

ところが、これが寄宿舎に当たらず、今の日大高校のそばへ落ちました。そのとき自分 

真福寺 
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は防空壕に入っていましたが、なんだかフ～ッと爆風が来たのです。どこかに爆弾が落

ちたなと、わかりました。それで警報が解除になってすぐに、階段の方へ行ってみたの

です。ちょうど「ガケヤマ」というあたりに落ちたと聞かされ、見に行きました。する

と、直径 10ｍくらいの穴ができていて、もう水が湧いていたのです。相当深さもあっ

たかと思います。この爆撃で、あたりの箕輪町や宮前の家 5、6軒は、ほとんどが屋根

も建具も吹き飛ばされ、めちゃめちゃになっていました。見ていた人の話では、寄宿舎

すれすれに，爆弾が落ちていったそうです。 

爆弾は日吉にあまり落ちていません。それでも、駅の近くにいた人が直撃され、上半

身を吹き飛ばされて亡くなりました。今、浜銀の支店がある近く・・・商売をやってい

らした方だそうです。 

 

（6）終戦後の授業 

集団疎開からは、昭和 20（1945）年の 7月頃、家に帰ったと思います。玉音放送を

家で聞きましたので。 

うちは 4月 4日の空襲で焼け、今でいうバラックを建ててすぐに、終戦となりまし

た。子安の方で、建て込んだ家を解体（★建物疎開か？）し、その古材は、戦災を受け

た人に配っていると聞き、近所で焼け残った人も，焼けた人も、みんなで協力して、材

料をとりにいったのです。その古材から建てたバラックで、ラジオ放送を聴いていま

す。天皇陛下の話していることは、よくわかりませんでしたけれど、親たちは戦争に負

けたと言って、涙をこぼしていました。 

学校は、9月になってから授業を受けたと思います。自分たちは慶應の剣道場に勉強

に行きましたけれど、その近くの保福寺が先生たちの教員室になっていて、校長室もあ

りました。日吉と言っても、慶應の運動部の建物や、箕輪町の大聖院、日吉本町の金蔵

寺などを教室に使っていました。日吉本町、箕輪町、下田町、日吉、宮前・・・生徒は

全部バラバラに勉強していたのです。一カ所では生徒が入りきれないので、近くの子が

近い教室へ行くというぐあいに、みんな分散して通っていました。ただ、剣道場にいた

のは、あの当時の 6年生だけです。剣道場は慶應の下の方の広い平屋建てでした。たぶ

ん、女の子も一緒に 6年生は全員、剣道場に集まっていたのでしょう。卒業式も、そこ

でしたくらいですから。 

 

（7）戦後の米兵 

 戦後、アメリカ軍が慶応を使っていました。我々は中に入れないので、進駐軍がいた

当時のことはわかりません。そういえば、駅から校舎に向かって左手のところに、兵士

用の建物が建っていました。空襲で工学部が全て焼けてしまったので、終戦当時は、た

いした建物がありませんでした。 

 待避壕では、兵隊がグランドから中に向かって、よく小銃を撃って射撃の練習をして

いました。弾の当たったところは、いまだに痕が残っていると思います。穴の中に向か

って撃つのだから危険はありませんでした。  

 とにかくアメリカ軍は、慶應だけでなく岡本工作（★岡本工作機械製作所 跡地はア

ピタ日吉店）などにもいましたから、この辺はアメリカ軍だらけ。綱島街道のところ

で、進駐軍に轢かれて近くの人が亡くなったとか、慶應の教会（★チャペル）の近く 

で、女の人が殺されたとか・・・その人は、おとなで全く知らない人です。ただ殺され

たって言うことを聞きましたが、近所のみんなが事件は知っていたはずです。  

進駐軍の兵隊がウチに来たこともあります。「危ないから」と、既に、姉二人は長野

の知り合いのところへ疎開させていました。いつ頃だったか、日にちは忘れましたが、

弟と二人でトランプをして遊んでいたら、そこへ進駐軍の兵隊が入ってきたのです。 
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家の中を見回して、女性の気配が全然ないので、すぐに出て行きました。 

 アメリカ兵の相手をする、地元生まれの女の人は 3，4人いたのかな。あとは、どこ

からか来た、よその人。日吉も終戦直後は、横須賀みたいなところでした。 

 

（8）チャペルの鐘 

（★小島さんはチャペルの鐘の発見・保管者である）  

鐘は、教会（★チャペル）の前の敷地を外に出た道

に、埋まっていました。金属供出で隠したのだと思い

ます。鐘が少し道路の表面から出ていたので、慶應の

教会のものだと気づき、掘り起こして運びました。と

にかく重くて・・・。下り坂をゴロゴロ転がし、うち

の倉庫にしまっておきました。弟も一緒にいた記憶は

なく、ひとりでした。以後のこと、教会の人と顔を会

わせたとき、鐘を預かっていると話したら、取りに来

ました。その後のことは知らず、今初めて知ったくら

いです。いつ頃、慶應に戻したかは記憶にありません

が、米兵がいなくなってからだと思います。 

★鐘は、1989年に三田の図書館倉庫に届けられ

るまで、行方知らずというのが公式の一番古い

記録である。現在、鐘は、学生キリスト教運

動、発祥の地である御殿場・東山荘に寄付さ

れ、「慶應・日吉チャペルの鐘」として保存され

ている。 

 

 

 

「日吉の鐘」が御殿場・東山荘に 
運営委員 山田 譲 

 

静岡県御殿場市の東山湖の脇にある東山荘の

敷地に建てられた鐘楼に、「慶應・日吉チャペル

の鐘」が吊り下げられています。東山荘はキリ

スト教の青年組織 YMCA の宿泊研修施設です。慶

應義塾大学基督教青年会が 1993 年にこの鐘を寄

贈し設置されました。鐘を揺らすとカーンとき

れいな鐘の音が鳴り響きます。この鐘には「シ

ュトゥットガルト在のハインリヒ＝クルツ、キ

リスト生誕後 1929年に、これを鋳造させる」とドイツ語で刻まれています。 

この鐘の由来を大島通義氏が『慶應義塾大学基督教青年会創立 100 周年記念誌』

（1998年発行）に書かれています。これによると、この青年会の「創立者の一人里見純

吉氏は、他の諸先輩と語らい、……日吉キャンパスにチャペルを建設して、1937 年 10

月、献堂式をおこない、これを慶應義塾に寄付した。」「チャペル建設に際して、里見氏

はチャペルに鐘を備えつけることを企図し、大阪の生駒時計店社長・生駒権七氏の協力

を得て、やがて慶應義塾大学に送られたのがこの鐘である。しかし、おそらく戦時下と

いう当時の状況のため、この鐘はチャペルに備えつけられるにいたらず、1945年の敗戦

まで大学の倉庫に保管された。…加えて戦後の混乱のなかで遂に行方知らずとなった。

御殿場・東山荘の日吉の鐘 

日吉の鐘の銘板 

チャペル余話  
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この鐘が或る隣人により慶應義塾に届けられたのは、1989年」であったとのことです。 

「1989 年の 2 月頃、塾の三田図書館に当時勤務していた小沢恒二氏から、『日吉のチ

ャペルに関係があると思われる鐘が図書館の倉庫に届いているので、見てほしい』と伝

えられた」そうです。しかしこの鐘について「塾の側にはこのことを確認できる記録は

ない。『三田評論』にも……この鐘についての記載は一切見当たらない。……終戦とな

り、その直後、日吉のキャンパスは占領軍に接収された。この接収の直前ないし直後の

きわめて混乱した状況のなかで、この鐘は誰かの手によって塾外に持ち出されたものと

思われる。そしてさらにほぼ 30 年を経たのち、この鐘が慶應の日吉キャンパスに関係

があることを記憶していた誰かが、これを塾のある職員に託したのだった。」「この鐘を

しばらくのあいだ自宅に保管し、汚れを落として慶應に届けてくれた人たちの好意に、

……心からのお礼を申しあげたのだった。」しかし「この鐘を日吉のチャペルに設置す

ることは……不可能」だったので、「この鐘を東山荘に寄付する」ことになったそうで

す。 

過日、チャペルの南側にお住まいの小島明雄さんが子どものころに、この鐘をご自宅

に保管していたことをお聞きしました。小島さんは戦後しばらくたってから鐘を日吉の

慶應大学に返したとのことです。したがって、それから 1989 年まで、鐘がどこにあっ

たのかはわかりません。数奇な運命をたどって「日吉の鐘」は御殿場の山野に美しい音

色を響かせています。東山荘は箱根・金時山の乙女峠に向かう道路の麓にあります。機

会がありましたら、ぜひお立ち寄りください。 

 

日吉海軍・設備アレコレ（44） 

横須賀海軍工廠・無線工場外業陸上班が日吉の通信機を設置 
運営委員 山田 譲 

 

①『横須賀海軍工廠外史』に「日吉の連合艦隊司令部」の記事 

 横須賀海軍工廠というのは横須賀軍港に併設された海軍の工場施設です。ここの造船

部では戦艦大和をはじめ多くの軍艦が建造されました。特攻艇「震洋」、特殊潜航艇

「海龍」、「蛟龍」、人間魚雷「回天」などもここでつくられていました。造機部では軍

艦のエンジンなど機関機器がつくられ、造兵部では大砲、機銃、魚雷などの兵器がつく

られていました。この造兵部の中に電気工場とともに無線工場がありました。 

 この横須賀海軍工廠の歴史について、横須賀海軍工廠会が 1991年に『横須賀海軍工

廠外史』を発行しています。この中に「日吉」の文字を見つけました。これを見て私は

ハッとしました。通信機を扱う技術将校ぬきに日吉の地下通信室は成り立ちません。通

信機だけでなくバッテリーや各種の電線、発電機などの電気機器・電気設備を電機メー

カーに発注し、日吉に搬入させ設置する軍人がいたはずなのです。では壕内通信機・電

気設備の設置・保守は誰がやったのか。 

 この本の「造兵部無線工場終戦時の職制」の表に、「職責 外業（陸上） 技術大尉 

中里二郎 日吉の連合艦隊司令部・松代大本営」と書かれていました。また、この表に

「職責 工場主任代理 技術中佐 和田正三郎」という人がいます。この人は「無線兵

器の造修」の項で、「造兵部部員和田正三郎は無線工場外業陸上班として、北は千島列

島の無人島松輪、南は戦時計画として八丈島、父島等に出向いた。」と書かれていま

す。 

この記述からすると日吉の地下通信室の無線機器を設置し修理調整するために、横須

賀海軍工廠から外業班の担当者が出向していたことがわかりました。先ほどの表には

「外業（艦船）」という職責の人が 3人いて、この人たちは艦船搭載の無線機器を担当

していました。 

連載  
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日吉とともに「松代大本営」と書かれています。これは終戦間際に海軍軍令部を長野

県長野市の安茂里に移転しようとしていたことと関係しています。安茂里は松代の大本

営陸軍地下壕とは少し離れていますが、海軍は陸軍とともに大本営を長野盆地に移転し

ようとしていました。このために日吉の地下壕を築造した第 300設営隊が安茂里に来て

地下壕を掘り始めて山本将雄隊長も来ていました。また「薗田部隊」という通信関係の

部隊も来ていました。「横廠兵」の文字が書かれた兵士用の食器が安茂里に残されてい

ます。この文字は横須賀海軍工廠造兵部の略字でしょう。ですから安茂里の海軍軍令部

移転予定地に、横須賀の無線工場外業陸上班の軍人が来ていたということです。（会報

148号 資料集№2 設備アレコレ【32】「第 300設営隊その後――最後は長野で大本営

海軍部地下壕掘削」を参照。） 

 他方、横須賀海軍工廠造兵部には電池実験部という部署もありました。日吉の地下壕

にはバッテリー室があります。この蓄電池の研究開発をしていたのがこの部署です。バ

ッテリーは潜水艦に不可欠な電源で電気モーターで推進します。これに関連して特殊潜

航艇「甲標的」の電池は、「大容量…高率放電のため直列 116、並列 8組 計 928個」

の「電池群を三段に積み上下を並列につないだ。」と書かれています。日吉のバッテリ

ー室も同じように多数の蓄電池を何段も積み上げていたのだと思います。また「水素ガ

スの発生を少なくすること」という記述もあります。危険回避の研究開発につとめてい

たことがわかります。 

 また電線を研究開発する部署もありました。「有線工場」がその部署なのかもしれま

せんがよくわかりません。「電気兵器生産の変遷」の項には、「軍艦の動力線としては鉛

被線及び鉛被装鎧線が使用され……艦内の通信線……には多心線及び超多心線が用いら

れた。」と書かれています。日吉の地下壕は軍艦内と同様に高湿度で結露が多く漏電し

やすい環境です。鉛被装鎧線というのは電線の回りを鉛の薄い帯で巻いて水分の銅線へ

の侵入を防いだものです。今のようなビニールがない時代の電線です。この「動力線」

は電力線ともよばれ照明用の電灯線や通信機用電源の電線も含まれます。多心線は電話

線と同じで多数の通信線を 1本に束ねた電線です。この製造は電線メーカーに発注しま

すが、その技術開発も横須賀海軍工廠でやっていたわけです。（会報 104号 資料集№2 

設備アレコレ【4】「電線」を参照） 

 

②92式特改 4受信機の初期型は大不評 

 次に日吉の地下受信室に置かれていた受信機のお話です。『日本無線史 第十巻 海

軍無線史』には、海軍で多用された 92式特受信機のことが書かれています。92式とは

皇紀 2592年制式採用の軍需品という意味です。これは昭和 7年、西暦 1932年です。ち

なみにゼロ戦は零式艦上戦闘機で皇紀 2600年制式採用です。ただしゼロというのは英

語ですのでゼロ戦は戦後に広まった呼称です。 

 「特」というのは短波と長波の両方が使えるという意味です。これが「短」ですと短

波のみです。短波というのは短波長のことです。短波は電波の波長が 10～100メートル

で短い。波長が短いと周波数は多くなります。3～30メガヘルツです。波長と周波数の

関係は、 

 ◎波長（メートル）＝光速（毎秒 30万キロメートル）÷周波数（毎秒の波の回数） 

 この数式で光速は電波の伝搬速度と同じ速さなので光速の数字を定数にします。短波

は電波の特性として長距離通信が可能です。長波はあまり遠くには届きません。しかし 

短波は南方地域では夜間に通達が悪くなってしまうと『日本無線史』に書かれていま

す。それで長波での通信もできるように短波、長波両用の「特」にしたようです。 

 では「改 4」とは何でしょうか。これについて『日本無線史』には、当初「本受信機

に対する非難囂々（ごうごう）たるものがあった」と書かれています。それで改良に改 
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良を重ねて、ようやく改 3、改 4になって使い物になったようです。改 3と改 4との違

いは発熱の多い繊状抵抗器を通信機ケースの外に出すのか、ケース内に入れておくのか

の違いだけです。この改良型受信機はようやく「艦船部隊に広く採用された」そうで

す。実際に日吉の地下壕で勤務した元電信兵の保坂初雄さんは、写真を見て「これだ」

とおっしゃっていました。 

 この『日本無線史』には昭和 18年時点での通信隊施設整備標準として「連合艦隊中

枢通信隊」の「兵装標準」として「受信所 大型受信機 2、小型受信機 40」と書かれて

います。また「次の計画で実際の整備を行った」として「東京日吉は受信施設を主体と

して送信機は予備」と書かれています。では日吉には受信機が 40台あったのでしょう

か。この台数については諸説があり厄介なのですが、現在では 30台程度と考えていま

す。（会報 111号 資料集№2 設備アレコレ【8】「壕内の受信機の台数はいくつ？」を

参照。） 

 

③受信機の製造工場 

では日吉の受信機はどこで生産されていたのでしょうか。これについては『横須賀海 

軍工廠外史』の「電気兵器の民間依存」の項に書かれています。「電気兵器の生産工場

……の多くは東京芝浦・沖電気・住友通信工業（現在の日本電気）・日本無線等々」「関

西には三菱電気・九州には安川電機」です。また無線兵器の生産会社が表になってい

て、「東京芝浦、住友通信工業、日本無線、日立製作所、東洋通信、安立電気、沖電

気」と書かれています。陸上自衛隊久里浜通信学校の歴史館に展示されている「92式

特受信機改四」の銘板には「昭和 19年 5月 日本無線電信電話株式会社」と書かれて

います。 

 また『沖電気 100年のあゆみ』（昭和 56年 11月 1日 沖電気工業㈱発行）には、92

式特受信機について「沖電気はその総生産量の 9割を担当した。」その工場は「高浜工

場（のちの品川工場）」だったと書かれています。しかし「戦局が急迫を告げるなか」

「ひどかったのは少年工や女子挺身隊員などを収容した寮の被災であった。」「工場疎開

が命令され……疎開工場、地下工場の建設にとりかかった。だがすべてが徒労だった。

……軍が呼号する一億玉砕の声もうつろに聞こえた。」と書かれています。 

 無線機の軍需工場にも悲惨な結末があったことに心が痛みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

92 式特改 4 受信機と周波数変換用コイル 
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海外戦跡めぐり（31）台湾の製糖    
運営委員 佐藤宗達 

 

 日本で砂糖が作られたのは江戸時代初期、琉球（沖縄県）で中国から製造技術を取り

入れて黒糖を製造したのが始まりとされております。その後奄美大島などでも製造され

薩摩藩の特産となりました。明治になると輸入砂糖が流れ込み日本での砂糖生産が急務

でした。1895(明治 28)年、日清戦争後の下関条約で台湾が割譲された。台湾は亜熱

帯・熱帯気候なことから農産品が豊富で日本の食料基地となることが見込まれ、台湾総

督府第 4代総督・児玉源太郎(1898年着任)及び民政長官・後藤新平は、台湾植民政策

の中心を産業振興ならびに経済の資本主義的発展に置き、その中心を糖業奨励とし台湾

に製糖会社を設立することを奨励した。 

1900(明治 33)年、三井財閥により台湾製糖、1903(明治 36)年、現地資本による清水

港製糖、1906(明治 39)年、渋沢栄一らによる明治製糖、また同年、日本精糖が日本精

製糖を合併して大日本製糖、4大製糖会社が設立された。 

台湾南部にサトウキビ畑を開拓、製糖工場の建設、収穫したサトウキビの運搬、日本

向け・海外向けの製品積み出し港・高雄への輸送用に軽便鉄道が引かれた。日本国内に

砂糖がいきわたり需要が増え、工場生産も拡大した。明治製糖は菓子部門を設立したが

これを分離、のちに明治製菓になる。 

大日本製糖は 1909(明治 42)年、藤山コンツェルンの藤山雷太を社長に選出、各地の

中小製糖会社を吸収合併、買収で拡張した。1934(昭和 9)年、藤山愛一郎が社長に就

任、会社は拡張を続けた。1945(昭和 20)年、終戦となり台湾は中華民国に返還され

た。接収された製糖会社は 1946年台湾糖業公司（台糖）となり一部の工場では操業を

継続しており工場見学もできます。4大製糖会社は日本での製糖事業に回帰したが 1980

年頃から砂糖供給過剰になり現在は DM三井製糖（大日本製糖、明治製糖、台湾製糖の

後身：三井製糖の 3社）と清水港製糖の 2グループになりました。慶応日吉キャンパス

にある藤山記念館と藤山雷太の胸像は藤山愛一郎により寄贈されたものです。 

 

 

 

 

連載  

高雄港砂糖用専用倉庫と引き込み線 

台湾糖業公司高雄糖廠(元台湾製糖橋頭製糖所) 

今でも利用している構内売店 
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作戦記録画              運営委員 佐藤宗達 

 

昨年秋、東京国立近代美術館で「コレクションを中心とした特集 記録をひらく記憶

をつむぐ」展が開催されました。展示の中核をなすのは作戦記録画 24点です。1937年

日中戦争が勃発すると軍部は画家を動員、作戦記録画を描かせた。小磯良平、藤田嗣

治、宮本三郎などは従軍画家として現地に派遣された。作戦記録画は折に触れ展覧会が

開催され多くの参観者を集めた。藤田嗣治の

「アッツ島玉砕」(1943作)の前では多くの

人が涙を流したとのこと。戦後 GHQは軍国主

義を象徴するものとして 153点の作戦記録画

を接収、アメリカに運ばれた。その後日本側

の返還要求により 1970年、法的権利はアメ

リカに残し日本側に自由な扱いを認める「無

期限貸与」として返還され、東京国立美術館

で保管されることとなった。 

1977年から数点が展示されることと  

なったが大きな展覧会は開催されなか 

った。2010年展示室が改装され大型画 

も展示されるようになり、戦後 70年の 

2015年に「特集：藤田嗣治、全所蔵作 

品展示」が開催され作戦記録画 14点も 

展示され図録も作成された。戦後 80年 

の昨年、ひっそりと作戦記録画 24点が 

展示されたが宣伝もなく図録も作成さ 

れなかった。Eテレの日曜美術館で放 

映されたが、もっと取り上げて欲しか 

った。なお展示中の作戦記録画は撮影 

可、会報掲載は営利目的でなければ可  

と了解を受けております。  

報告  

向井潤吉「四月九日の記録（バタアン半島総攻撃）」

1942 年 

宮本三郎「山下・パーシバル両司令官会見図」

1942 年 

宮本三郎「本間・ウエイライト会見図」1944 年 
鶴田吾郎「神兵パレンバンに降下す」1942

年 
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日吉海軍地下壕・地上部(上)（昭和 30 年頃） 

 

2023年 7月に慶應義塾福澤研究

センターの都倉武之教授より新資料

発見のお知らせがありました。旧海

軍地下壕地上部の調査資料写真と思

われます。特に寄宿舎前通気坑上部

と人事局地下壕通気坑上部の写真

は、新発見の貴重なものです。他

方、現・自動車部の所にあったキノ

コ型通気坑上部の写真と、その南側

にあったはずの形状不明の通気坑上

部の写真はありません。（写真の数

字は尺・坪） 

 

 

 

 

 

写真紹介 

人事局地下壕通気坑上部・北側 

寄宿舎前通気坑上部 

人事局地下壕通気坑上部・南側 
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活動の記録 2025 年 10 月～12 月 
10/2㈭ 運営委員会 小会議室 

10/8㈬ 定例見学会 46名 

10/23㈭ 会報 162号発送 

10/25㈯ 定例見学会 50名 

11/3㈪ ガイド学習会  

日吉地区センター中集会室 22名 

11/6㈭ 運営委員会 205号室 

11/12㈬ 定例見学会 44名 

11/14㈮ 神奈川県私学協会見学会 15名 

11/15㈯ 恵泉女学園見学会 27名 

日吉地区センター座学 20名 

11/22㈯ 定例見学会 49名 

11/25㈫ 慶應高校見学会  

午前 32名、午後 31名 

12/4㈭ 運営委員会 小会議室 

12/8㈪ 慶應高校見学会  

午前 34名 午後 33名  

12/10㈬ 定例見学会 55名 

12/16㈫ 慶應高校見学会 35名 

12/20㈯ 定例見学会 46名 

    保存の会忘年会 25名 

 

〇お問合せ・申し込みは見学会 

 窓口まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連絡先 
（見学会）電話 080-5612-6344   佐藤 メールアドレス  hiyoshidaichikagou@gmail.com 

 

（会計）亀岡敦子：〒223-0064 横浜市港北区下田町 5-20-15  電話 045-561-2758    

 

（その他）喜田美登里：〒223-0064 横浜市港北区下田町 2-1-33 電話 045-562-0443 

 

    ホームページ・アドレス：http://hiyoshidai-chikagou.net/  

日吉台地下壕保存の会会報  

        

発行：日吉台地下壕保存の会 

運営委員会 会長 阿久澤武史 

年会費：二千円 

郵便振込口座番号：00250-2-74921 

加入者名：日吉台地下壕保存の会 

スイセン 

白梅 

見学会 通信室 

http://hiyoshidai-chikagou.net/

